
立命館大学理工学部 2015年度 小論文梗概 

 

離島地域における施設分布の特性把握－人口 201～350 人の島を対象として－ 
 
建築都市デザイン学科 2280120060-9 鳥居 麻由子 

（指導教員 及川 清昭） 
 
1.はじめに  

 日本全国で人口減少、少子化、高齢化の問題が深刻化

し、地域の過疎化などの問題を抱えている中、周囲が海

に囲まれている離島地域でもその影響は大きい。これら

の問題緩和のため、昭和 28年以降、離島振興関連四法に

より、本土との格差是正や住民生活の安全の向上を図る

べく、様々な施策が行われてきた。しかし根本的な解決

には繋がっていない。 

本研究では目指すべき離島の過疎化対策の糸口を見出

すことを目的として、離島地域の主な施設分布を調査

し、離島の施設分布の特徴を調査する。 
 

2. 研究概要 

2.1 研究方法 

日本の様々な地域の島にスポットをあてて、島の施設

分布には共通点があるものなのかを抽出するために数量

化Ⅲ類を行い、クラスター分析することで明らかにする。 
施設数の調査方法としては今回、二種類行っている。1）

保育所、小学校、中学校、宿泊施設、自然公園、病院の

場合は日本離島センターが出す離島統計年報（平成 22 年

4月 1日～平成 23年 3月 31日）の資料を参考にしている。

2）その他の施設の場合は Google map で検索した際にヒッ

トした数で考えている。 
2.2 研究対象地 

離島振興法の対象地となっている 256 島を対象に考える。

その中でも、大規模な島ではなく“島の島民が顔見知りの島”を

対象にするため、201～350 人の人口である 27 の島を対象に

本研究を行う。  

 

3.分析と考察 

 本研究では、主な施設のカテゴリーとして 13項目で

各々を数量化Ⅲ類・クラスター分析で評価して島の施設

分布には特徴を明らかにしていく。 

3.1 数量化Ⅲ類 

 調査結果を 13アイテム（人口密度、保育所、小学校、

中学校、港、宿泊施設、自然公園、店、ヘリポート、病

院、郵便局、交番、レジャー施設）に分類し、19のカテ

ゴリーで区別した。人口密度 Aは 1～100人/km²、人口密

度 2は 101～200人/km²、人口密度 3は 201～人/km²とす 

 
 

 

 

 

 

 

図 2 カテゴリースコア（2軸・3軸） 
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図 1 カテゴリースコア（1軸・2軸） 



る。宿泊施設 1は 0件、宿泊施設 2は 0～10 件、宿泊施

設 3は 11～件とする。自然公園 1は 0 km²、自然公園 2

は 0～1 km²、自然公園 3は 1.1～km²としている。 

 数量化Ⅲ類にかけ、3軸を出すと寄与率の累積が

53.8％になった。1 軸が正に近づくほど人口密度が高くな

り、集落地帯がある島が該当する。逆に 2 軸が正に近づ

くほど宿泊施設が少なく移動手段が豊富で島民が島外に

出ていることが多いと考えられる。3 軸が正に近づくほど

公共施設が多く島での正環境が整っていて、島内に生活

拠点があるのではと考えられる。 
3.2 クラスター分析 

数量化Ⅲ類にて 3 軸の数値の結果が出ているサンプルス

コアとカテゴリースコアそれぞれについてクラスター分

析を行った結果、クラスター数を 5 つに分類した。結果

としてカテゴリースコアのクラスターをクラスター

1,2,3,4,5 と分類し、サンプルスコアのクラスターをクラス

ターA,B,C,D と例外を得る結果となった。 

 その成果として、島の分類は 4つのタイプと例外に分

けることができ、緑が多く、レジャー施設も多い自然環

境型、教育施設や医療施設が充実しており生活環境充実

型、宿泊施設が多く人口密度が高い観光型、ヘリポート

や港が複数ある移動経路充実型の 4つに分類することが

できた。 

4.結果と今後の展望 

本研究では、大規模な島ではなく“島の島民が顔見知

りの島”を対象にするため、201～350 人の人口である 27
の島を対象に離島内の商業施設数の実態について、主な

施設のカテゴリーとして 13項目で島各々を評価すること

で、島の施設分布には共通点があるものなのかを抽出す

るために離島に備わっている施設をタイプ別に分類し

た。結果としてそれぞれ島の特徴や環境に影響されてい

るものであるといえる。いずれもある程度の人口しか存

在しない離島で島に必要とされている施設の特徴は島の

自然環境や立地、産業などによって形成されているもの

であると推測できる結果となった。 

 今回の研究では 201 人～350 人の小規模での施設分布に

ついて考察したが、今後は様々な規模の島の施設分布を

調べることにより、他の分類が出てくる可能性が高い。

そしてそのタイプ別に当てはまらない例外（斑島）はな

ぜ例外の要素があるのかを検証すべきであると考える。 
 また全国の施設分布の分類をしてその後これから少子

高齢化が進む中どのような施設分布が理想であるかとい

う要素を見つけていくことも必要であると感じた。 
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クラスター1  自然公園が広く、レジャー施設が多い 

クラスター2 教育施設・商業施設の充実 

クラスター3 宿泊施設がなく、人口に対して面積が相応 

クラスター4 ヘリポートがあり、自然公園が少ない 

クラスター5 宿泊施設が多く、人口密度も高い 

クラスターA 自然豊かで人口密度も低い【緑が多い】 

クラスターB 公共施設の充実【生活環境高い】 

クラスターC 宿泊施設も多く、人口密度高い【観光地】 

クラスターD ヘリポートや港がおおく、自然公園ゼロ【移動経路の充実】 

例外 主な施設が見当たらない 


